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E－10 家事貯匍に聞する研｀ﾀy一吏態と主婦の鳶識につい7- ( 穿2雅)

奈良女沢家攻　○ff口秀子疋)£1洋子　近藤公夫　北村君

　目的　最近の社会化現象に見ら瓦石橡に家事労勧はかなりの節分tiV家庭｡の外へと

出されて泉ている。又女性の職場雄出の増卸や哀庭用概器頬の普瓦^とヽにより、戈の
実態およ狐主:疹の匙識もかなり変化して々ていると思われる､。そこでこの調査ぼ煮栗

の担当看である主命の最近／)家事労動の爽態と霊識を知る為!て行TSヽ、てものである。

前回「薫ヽ家主婦の場合いこついて報をし瓦ので、今回は家家とサ7 '3-マン家庭につ

いて職業別の比較を試みヽ尺。
　方去蒼艮市荒奸の粟村地苧の貧家の主婦･ および旧最良巾内のすラり-マこ/吉良

の主塀ふぶ)o.名を対象Iv. 家事労働の爽徳と鳥識について個人面榛調をを行なった。

時期は家家川盾和昌年12 月と4^年I 恥す7 ')－マン家庭貧μ早6 月である。
　片栗R主俸の1 日の家事労匍時間ぼ良家よ') T ラ') ーマン家庭の主婦の方吠長く
　特に食岑の用意・掃粂･買物に肩志象吠｀みヽられる。②家事協力－の肩る家禽はn

家の方吠タい。･有戮の主婦心!つては家事協力者は時期の限縮に役立っている。
⑧家事�負担に思で)人､の剌ぶ吠高い/Dは、農尿でほ年代が万く・家族人教O特ヽrj-くヽ

家事協力者の得られS-い人であ')、ずラリ-マこ/官庭では家事以外の溥す腿らフと積

極的lてやり艮いと｡馮っている人である。c主婦の家事友向ぼ‥色体おには「‘家事中

心至a 吠タいt/T、貧衣でlt特にその傾句鰐弛ぐヶラ') - マン家庭では’両±^. &

タくなっている。


